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図 東京国際空港周辺写真（平成２２年３月撮影） 
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東京国際空港Ｄ滑走路から南西方向への出発経路の設定に関する
国への要望等について 

１ 東京国際空港（羽田空港）再拡張事業の概要とこれまでの経緯 

●事業の目的 

・発着容量の制約の解消（従前の年間３０．３万回から４０．７万回（昼間時間帯）） 

・多様な路線網の形成・多頻度化による利用者の利便性の向上 

・将来の国内航空需要に対応した発着枠の確保・国際定期便の受入 

●事業の内容 

・新たに４本目の滑走路

（Ｄ滑走路）の整備を

行う「滑走路整備事

業」などの実施 

・Ｄ滑走路は昨年１０月

２１日から供用開始、

１０月３１日から国

際定期便の就航開始 

 

 ●Ｄ滑走路供用開始後の東京国際空港の運用に関する国への要望等の経緯 

・昨年１０月のＤ滑走路供用開始に先立ち、供用開始後の東京国際空港の運用について本市

から国に提出した要望書とこれに対する国からの回答について、７月３０日、まちづくり

委員会へ報告 
・国際定期便の便数等については、７月時点では確定していなかったため、１０月の国から

の提示を受けて、まちづくり委員、関係議員及び関係町会へ報告 

表１ Ｄ滑走路供用開始後の東京国際空港の運用に関する国への要望等の経緯概要 
年 月 日 事 項 

平成２２年 

５月１３日 

●国土交通省航空局から本市にＤ滑走路供用開始に関する説明 

・Ｄ滑走路供用開始後の新しい飛行ルート等について 

７月 ９日 ●本市から国土交通省航空局あて要望書の提出 

・大師地区町内会連合会等から要望書の提出を受け、現状及び今後の動向を

踏まえ、同趣旨の要望書を提出 

７月２０日 ●国土交通省航空局から本市あて要望書の回答（７月１４日付け）を収受 

７月３０日 ●まちづくり委員会へ報告、併せて関係議員へ報告 

（「Ｄ滑走路供用後の東京国際空港の運用に関する要望書」の提出について） 

８月３１日 ●大師地区町内会連合会役員会で国からの回答について報告 

１０月２６日 ●国際定期便の便数等について、まちづくり委員及び関係議員に報告 

(資料：羽田空港の国際空港化に伴う国際定期便の便数等について(お知らせ))

１１月 ５日 ●国際定期便の便数等について、大師地区町内会連合会役員会へ報告 

 

 

２ Ｄ滑走路から南西方向への出発経路の設定に関する国からの申し出と対応経緯 

・Ｄ滑走等供用開始後、昨年１１月２日に国から本市に対して、新たにＤ滑走路から南西方向

への出発経路の設定について理解を求める申し出があり、これを契機にまちづくり委員、関

係議員、関係町会等への説明、報告等を行った。 

表２ Ｄ滑走路から南西方向への出発経路の設定に関する国への要望等の経緯 

年 月 日 事 項 

平成２２年 

１１月 ２日 

●国から本市にＤ滑走路から南西方向への出発経路の設定の申し出等 

・国から本市に対して、Ｄ滑走路から南西方向への出発経路の設定につい

て、理解を求める申し出と説明資料の提出 

（別紙「Ｄ滑走路からの南西方向への出発経路について」を参照） 

・国から地元説明会開催を行う旨の申し出 

１１月 ５日 ●国からの申し出をまちづくり委員及び関係議員へ報告 

（資料：東京国際空港Ｄ滑走路からの南西方向への離陸について（お知ら

せ）） 

●国からの申し出を大師地区町内会連合会役員会へ報告 

１１月１６日 ●国による説明会開催について、まちづくり委員及び関係議員へ報告 

（資料：東京国際空港Ｄ滑走路の運航等に関する説明会の開催について

（お知らせ）） 

１１月２２日 ●国が川崎区役所大師支所で大師地区町内会連合会等（※）の会員及び浮

島・東扇島地区の関係企業を対象に説明会を実施 

（出席者数） 

・大師地区町内会連合会等の会員 ４８名 

・浮島・東扇島地区の関係企業   ５社 

１２月 ９日 ●大師地区町内会連合会等（※）から本市及び国あてに要望書を提出 

（「表３ 要望・回答一覧表」を参照。） 

１２月１７日 ●本市から国あてに要望書の提出 

・大師地区町内会連合会等から要望書の提出を受け、現状及び今後の動向

を踏まえ、同趣旨の要望書を提出（「表３ 要望・回答一覧表」を参照。）

１２月２０日 ●要望書の提出について、まちづくり委員及び関係議員へ報告 

（資料：東京国際空港Ｄ滑走路から南西方向への出発経路の設定に関する要

望書の提出について（お知らせ）） 

平成２３年 

  １月 ４日 

●国から本市あて要望書の回答（１２月２７日付け）を収受 

（「表３ 要望・回答一覧表」を参照。） 

※ 大師地区町内会連合会（大師地区の２７町内会・自治会が会員）及び同連合会が母体となり

航空機対策のために設置した「航空機対策協議会」からも同内容の要望書が提出されたため、

「大師地区町内会連合会等」とした。以下同じ。

資 料



2 
 

３ Ｄ滑走路から南西方向への出発経路の概要 

●概要 

・航空機は、効率的に揚力を得るために、離着陸時には、風上に向かって進み、滑走路上

での滑走距離を短くし、燃料の節約や安全性の向上を図っているが、滑走路に対して強

い横風が発生した場合、安全上、離着陸が制限される。 

・東京国際空港では、２５ノット（約１３ｍ／秒）以上の南西風が継続して発生した場合

（春一番や台風時）、南風時の出発用滑走路であるＡ、Ｃ滑走路は横風制限に抵触し、航

空機が出発できなくなるので、これを解消するため、Ｄ滑走路からの南西方向への出発

経路を設定するものである。 

・なお、この運航方式がない場合、出発機に遅延が発生するとともに、出発機滞留に伴い

駐機場が不足し、到着機を受け入れることができなくなり、到着機にも遅延が発生する。

また、拠点空港である東京国際空港での遅延・欠航は、他空港の運用にも波及するなど

の影響が生じる。 

●飛行経路 

・Ｄ滑走路から南西方向に離陸し、浮島東端の上空を通過し、左旋回して海上に抜けてい

く。 

 

  

●予測便数 

・過去２年間の風向・風速の実績から、年間３時間程度の発生が予測され、運航回数は１

時間に約３０回離陸が可能であることから、合計９０回程度と想定される。（全体の年間

発着回数は数年後に昼間時間帯、深夜早朝時間帯合わせて約４４．７万回） 

●騒音影響 

・騒音予測値は、浮島東端で最大約９７ｄＢ、東扇島東端で最大約７６ｄＢ、夜光交差点

付近で最大約５７ｄＢ、四谷小学校で最大約５２ｄＢであり、騒音の大きさ・発生頻度

から、住宅地への影響は小さいと考えられる。 

●適用開始時期 

・５月５日適用開始予定 

４ 国への要望と回答 

・国への要望と回答の内容は、「表３ 要望・回答一覧表」のとおりであり、本市及び大師地

区町内会連合会等の要望が国に受け入れられた。 

５ 今後の取組 

・大師地区町内会連合会等に国からの回答を報告する。 

・今回の要望に基づき、国から本市に報告されるデータについては、市民の閲覧に供する。 

表３ 要望・回答一覧表 

大師地区町内会連合会等から本市及び国あての要望内容 本市から国あての要望内容 国から本市あての回答内容 

① 東京国際空港Ｄ滑走路から南西方向への出発経路による運航について

は、南西強風により他の滑走路からの離陸が不可能な場合に限定し、離陸

後、可能な限り早期の左旋回の開始により陸域からの離隔を図り、安全性

の確保と周辺環境への影響に十分配慮すること。 

また、これらを航空路誌において指示するなど、確実な実施を担保する

方策を講ずること。 

① 同左 ① 東京国際空港Ｄ滑走路から南西方向への出発経路による運航について

は、南西強風により他の滑走路からの離陸が不可能な場合に限定して行う

こととし、離陸後、可能な限り早期の左旋回の開始により陸域からの離隔

を図り、安全性の確保と周辺環境への影響に十分配慮する。 

また、当該内容について航空路誌により公示し、関係者への周知を図る。

― ② 上記①の運航を実施する際は、速や

かに当市に連絡すること。 

② 上記①の運航を実施する際は、速やかに川崎市に連絡する。 

③ 上記①の運航を実施したときは、機名（機材）、便名、時刻、風向・風速

及び騒音のデータを速やかに国土交通省が川崎市に報告すること。 

また、これらのデータを本会会員に情報提供できる方策を講じること。 

③ 同趣旨を要望 ③ 上記①の運航を実施したときは、機名（機材）、便名、時刻、風向・風速

及び騒音のデータを速やかに川崎市に報告する。 

④ 引き続き、川崎市域内の石油コンビナート等特別防災区域における安全

確保に取り組むこと。 

④ 同左 ④ 引き続き、川崎市域内の石油コンビナート等特別防災区域における安全確

保に取り組む。 

⑤ 航空機の運航による騒音、安全性等について、本会から指摘があった場

合は、誠意を持って対応すること。 

⑤ 同趣旨を要望 ⑤ 航空機の運航による騒音、安全性等について、川崎市、市民及び企業から

指摘があった場合は、誠意を持って対応する。 

⑥ 今後、騒音、安全性等について、川崎市域に大きな影響を及ぼすと予想

される飛行ルート等の変更をしようとする場合は、本会会員に必要な周知

を行うこと。 

⑥ 同趣旨で、大師地区町内会連合会会

員等に周知を行う前に本市と調整を行

うことを追加 

⑥ 今後、騒音、安全性等について、川崎市市域に大きな影響を及ぼすと予想

される飛行ルート等の変更をしようとする場合は、事前に川崎市と調整を

行い、市民及び企業に必要な周知を行う。 
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Ｄ滑走路からの南西方向への出発経路について 

１．概要 

２５ノット（約１３ｍ／秒）以上の南西風が発生した場合、南風時の出発用滑走路であるＡ、

Ｃ滑走路は、横風制限に抵触し、出発できなくなるため、Ｄ滑走路からの南西方向への出発経

路が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．発生実績・予測便数 

 ① 発生実績 

Ｈ２０・２１年の発生実績（気象庁提供データより南西強風発生時を抽出） 

日 数 計：３日、時間計：６時間２１分 

発生時期：２月、４月及び１０月 

 

Ｈ２２年の発生実績（エアライン提供データより算出） 

発生日時：４月２日 ７：００～１０：４４（３時間４４分） 

影  響：発生時間内における出発予定便数１０１便中（ＪＡＬ・ＡＮＡのみ）、欠航便が

３３便（約３２．７％）、３０分以上の遅延便が少なくとも３６便（約３５．６％）

あった。 

※ 上記は発生時間内における羽田空港での影響のみを示したものであり、発生

時間後の便、就航先の空港の便にも遅延・欠航が発生し、終日ダイヤが乱れた。 

② 予測便数 

年間３時間程度の発生の場合、運航回数は９０回程度／４４．７万回時 

（※ 全体の発着回数は数年後に昼間時間帯が約４０．７万回／年、深夜早朝時間帯が約４

万回／年、合わせて４４．７万回／年） 

 

３．飛行経路 

別添図１のとおり。 

基本的にコンビナート地区の上空を飛行することはないが、陸域への進入抑制を確実なもの

とするため、航空路誌において、離陸後可能な限り早期に旋回を開始することを指示する等の

方策をとることとする。 

 

４．騒音影響 

別添図２のとおり、騒音の大きさ・発生頻度から、住宅地への騒音影響は小さいと考えられ

る。 

 

５．本運航方式の必要性について 

○本運航方式がない場合 

・出発機に遅延が発生するとともに、出発機滞留に伴いスポットが不足し、到着機を受け入

れることができなくなり、到着機にも遅延が発生。 

・拠点空港である羽田での遅延・欠航は、他空港の運用にも波及。 

○国際定期便の就航に伴う影響 

・国内線は運航時間が短いため、羽田の気象条件の変化に応じて、羽田への出発機は出発時

間を調整することで、羽田上空での待機を回避できる可能性が高い。しかし、運航時間の

長い国際線では、出発後に気象条件が変化する可能性が高く、羽田上空での待機が長けれ

ば、燃料不足となり、最悪の場合、緊急事態に陥る可能性がある。 

・出発時間が遅れた場合、目的地空港で確保しているスロット外の到着となるため、着陸の

順番待ちで長時間の待機を強いられる可能性がある。 

・本邦社の国際便は、羽田を出発できない場合、目的地空港からの帰りの便の機材確保が困

難。遅延・欠航が帰りの便にも波及。 

○周辺土地利用への影響 

・再拡張事業の供用を契機に、航空利用を想定した医療系研究機関等の施設の誘致が空港周

辺で進んでおり、その施設の運用にあたっても、定時性の確保は重要。 

 

６．今後のスケジュール（最短） 

３月１０日：ＡＩＰ（航空路誌）公示 

５月 ５日：適用開始        

 

この資料及び別添図１・２は、平成２２年１１月２日に国から提供された説明資料をもとに、

一部補足等を行ったものである。 
 

別 紙

図 通常の南風時における東京国際空港の出発経路・到着経路（昼間時間帯） 

右の水色の太い

矢印で示す強い

南西風が継続的

に発生した場合、

Ａ、Ｃ滑走路から

の出発経路は横

風制限により使

用できなくなる。 

※ 図中、青又は赤の数

字は、昼間時間帯の

平均的な運用での各

滑走路における１時

間当たりの出発機又

は到着機の便数を示

しており、出発機、

到着機ともに合計４

０便である。これは、

数年後、昼間時間帯

の発着回数が年間約

４０．７万回になっ

た際の便数である。 
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Ｄ滑走路南西方向離陸に想定される騒音値について 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 図中、橙色線がＤ滑走路から南西方向に離陸した後の飛行ルートを示す。 

別添図１ 別添図２
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通常の飛行ルートの概要 

 昼間時間帯（６時～２３時）  深夜早朝時間帯（２３時～６時） 

Ｄ滑走路供用前  現 行  現 行 

北 

風 

時 

    
 

 

       

南 

風 

時 

 
  

   

凡 

例 

  離陸時ルート・高度        ６,０００ｆｔ未満   着陸時ルート・高度        ３,０００ｆｔ未満 

          ６,０００ｆｔ以上                    ３,０００ｆｔ以上６,０００ｆｔ未満 

（注） ここに示す飛行ルート図は、レーダー誘導による標準的な飛行の範囲と流れを示すイメージ図である。また、高度については、進入

開始高度まで降下する際に想定される通過高度を示すものであり、維持すべき高度を示すものではない。 

 離陸時          ６,０００ｆｔ未満

ルート・高度        ６,０００ｆｔ以上

着陸時          ６,０００ｆｔ未満

ルート・高度        ６,０００ｆｔ以上

好天時 好天時以外 

好天時 悪天時 

川崎 

幸 

中原 

高津 
宮前 

多摩 

川崎 

幸 

中原 

高津 
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